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先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-3-2-11 重大事故等クラス２支持構造物（容器）の強度計算方法） 

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

東海第二発電所（2018.10.12版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25版） 島根原子力発電所 ２号機 備考 

相違No. 相違理由

① 島根２号機は脚支持（壁からの支持）の評価を行う機器はないが参考として記載している

　比較表において，相違理由を類型化したものについて以下にまとめて記載する。下記以外の相違については，備考欄に相違理由を記載する。
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東海第二発電所（2018.10.12版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25版） 島根原子力発電所 ２号機  備考 

  Ⅵ-3-2-11 重大事故等クラス２支持構造物（容器）の強度計算方

法 
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東海第二発電所（2018.10.12版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25版） 島根原子力発電所 ２号機  備考 

  1. 概要 

本書は，Ⅵ-3-1-5「重大事故等クラス２機器及び重大事故等ク

ラス２支持構造物の強度計算の基本方針」に基づき，重大事故等

クラス２容器を支持する支持構造物であって，重大事故等クラス

２容器に溶接により取り付けられ，その損壊により重大事故等ク

ラス２容器に損壊を生じさせるおそれがある重大事故等クラス２

支持構造物（容器）（以下「重大事故等クラス２支持構造物（容

器）」という。）が十分な強度を有することを確認するための方法

として適用する規格の規定に基づく強度計算方法について説明す

るものであり，重大事故等クラス２支持構造物（容器）の強度計

算方法及び強度計算書のフォーマットにより構成する。 

適用する規格は，昭和 55年通商産業省告示第５０１号「発電

用原子力設備に関する構造等の技術基準」（以下「告示第５０１

号」という。）又は発電用原子力設備規格（設計・建設規格

（2005年版（2007年追補版含む。））ＪＳＭＥ Ｓ ＮＣ１-

2005/2007）（日本機械学会 2007年 9月）（以下「設計・建設規

格」という。）により行う。 

なお，告示第５０１号及び設計・建設規格による評価につい

て，評価式及び許容値の 2つの項目について比較を実施した結

果，両規格に相違のないことを確認した。そのため，設計・建設

規格による評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・適用規格の相違 

【東海第二】 

島根２号機は昭和 55

年の告示第５０１号が

施設時の適用規格であ

り，設計・建設規格との

比較をした結果，設計・

建設規格で評価する旨

を記載している 
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東海第二発電所（2018.10.12版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25版） 島根原子力発電所 ２号機  備考 

  2. 重大事故等クラス２支持構造物（容器）の強度計算方法 

2.1クラス２支持構造物の規定に基づく強度計算方法 

2.1.1 記号の説明 

重大事故等クラス２支持構造物（容器）の一次応力計算に用い

る記号について，以下に説明する。 
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東海第二発電所（2018.10.12版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25版） 島根原子力発電所 ２号機  備考 

  

 

注記＊：長手方向及び横方向の区別がある機器の場合は，長手方

向ｃ1，横方向ｃ2とする。 
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東海第二発電所（2018.10.12版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25版） 島根原子力発電所 ２号機  備考 

  2.1.2 強度計算方法 

ここでは，重大事故等クラス２支持構造物（容器）のスカート

部及び脚部の評価が必要な一次応力及びその計算方法を示す。 

材料の設計降伏点は，設計・建設規格 付録材料図表 Part5 

表 8及び設計引張強さは設計・建設規格 付録材料図表 Part5 

表 9により容器の最高使用温度に応じた値を用いる。設計・建設

規格 付録材料図表 Part5 表 8及び表 9記載の温度の中間の

値の場合は，比例法を用いて計算し，小数点第 1位以下を切り捨

てた値を用いるものとする。 

強度計算は，設計・建設規格に基づき適切な裕度を持った許容

値を使用して実施することから，強度計算に用いる寸法は公称値

を使用する。 

 

 

  (1) 評価応力（設計・建設規格 SSC-3010） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号機は脚支持

（壁からの支持）の評価

を行う機器はないが参

考として記載している

（以下，①の相違） 
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東海第二発電所（2018.10.12版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25版） 島根原子力発電所 ２号機  備考 

  (2) スカート部の応力計算（設計・建設規格 SSC-3010） 

一次圧縮応力は，以下の計算式により求められる許容圧縮応力

以下であることを確認する。 

 

注記＊1：λは，圧縮材の有効細長比で，λ =
ℓ
ｋ

ｉ
より求める。 

ℓｋは，座屈長さで，設計・建設規格 解説表 SSB-

3121-1 座屈長さℓｋより求める。 

ｉは，座屈軸についての断面二次半径で，ｉ = √
Ｉ

Ａ
よ

り求める。 

Ｉは，支持構造物の断面二次モーメントで，次式に

より求める。 

Ｉ＝
𝜋

８
(Ｄ

ｉ
＋ｔ)

3
ｔ−

１

４
(Ｄ

ｉ
＋ｔ)

2
ｔＹ 

Ａは，支持構造物の断面積で，次式により求める。 

 Ａ＝ {π (Ｄ
ｉ
＋ｔ) −Ｙ}ｔ 

Ｙは，スカート開口部の水平断面における最大円

周長さで，次式により求める。 

Ｙ＝ ∑ {(Ｄ
ｉ
＋ｔ) 𝑠𝑖𝑛−1(

Ｄ
ｊ

Ｄ
ｉ
＋ｔ

)}

Ｎ

ｊ＝１

 

 ＊2：Λは，限界細長比で，Λ＝√π
2
Ｅ

0.6Ｆ
より求める。 

 ＊3：νは，許容圧縮応力算出の際に用いる係数で，

ν＝1.5 +
2

3
(
λ

Λ
)
2

より求める。 
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東海第二発電所（2018.10.12版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25版） 島根原子力発電所 ２号機  備考 

  (3) 脚部の応力計算（設計・建設規格 SSC-3010） 

一次圧縮応力及び一次曲げ応力による組合せ評価，一次せん断

応力及び一次曲げ応力による組合せ評価は，以下の計算式により

求められる許容値以下であることを確認する。 

 

  

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

①の相違 
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東海第二発電所（2018.10.12版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25版） 島根原子力発電所 ２号機  備考 

  
注記＊1：λは，圧縮材の有効細長比で，λ =

ℓ
ｋ

ｉ
より求める。 

ℓｋは，座屈長さで，設計・建設規格 解説表 SSB-

3121-1 座屈長さℓｋより求める。 

ｉは，座屈軸についての断面二次半径で，ｉ = √
Ｉ

Ａ

より求める。 

Ｉは，支持構造物の断面二次モーメントで，Ｈ型鋼

の場合は次式により求める。 

Ｉ＝
１

12
{ｂｈ

3
− (ｈ− 2ｔ

1
)
3
(ｂ−ｔ

2
)} 

Ａは，支持構造物の断面積で，Ｈ型鋼の場合は次式

により求める。 

Ａ＝2ｔ
1
(ｂ−ｔ

2
)＋ｈｔ

2
 

＊2：Λは，限界細長比で，Λ＝√π
2
Ｅ

0.6Ｆ
より求める。 

＊3：νは，許容圧縮応力算出の際に用いる係数で， 

ν＝1.5 +
2

3
(
λ

Λ
)
2

より求める。 

＊4：ｉｆは，圧縮フランジとはりのせいの 6 分の 1 とから

なるＴ型断面のウェッブ軸まわりの断面二次半径で，

ｉ
ｆ
= √

Ｉ
ｓｆ

Ａ
ｓｆ

より求める。 

Ｉｓｆは，圧縮フランジとはりのせいの 6 分の 1 と

からなるＴ型断面のウェッブ軸まわりの断面二次モ

ーメントで，次式により求める。 

Ｉ
ｓｆ

＝
1

12
{ｂ

3
ｔ

1
+ (

ｈ

6
−ｔ

1
)ｔ

2

3
} 

Ａｓｆは，圧縮フランジとはりのせいの 6 分の 1 と

からなるＴ型断面の断面積で，次式により求める。 

Ａ
ｓｆ

＝ｂｔ
1
+ (

ｈ

6
−ｔ

1
)ｔ

2
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東海第二発電所（2018.10.12版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25版） 島根原子力発電所 ２号機  備考 

Ｃは，次の計算式により計算した値又は 2.3のうち

いずれか小さい値。（座屈区間中間の強軸まわりの曲

げモーメントがＭ
1
より大きい場合は，1とする。） 

Ｃ＝1.75 − 1.05(
Ｍ

2

Ｍ
1

) + 0.3(
Ｍ

2

Ｍ
1

)

2

 

ここで，Ｍ１≧Ｍ２であり，（Ｍ２／Ｍ１）≦1とする。 
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東海第二発電所（2018.10.12版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25版） 島根原子力発電所 ２号機  備考 

  3. 強度計算書のフォーマット 

3.1 強度計算書のフォーマットの概要 

強度計算書のフォーマットは，重大事故等クラス２支持構造物

（容器）を構成する部材について下記 3.3項のフォーマット中に

計算に必要な条件及び結果を記載する。 

 

 

  3.2 記載する数値に関する注意事項 

計算に使用しないものや計算結果のないものは，計算結果表の

記入欄には ― として記載する。 

 

 

  3.3 強度計算書のフォーマット 

強度計算書のフォーマットは，以下のとおりである。 

 

 

  FORMAT-1 一次圧縮応力評価 

FORMAT-2 一次圧縮応力及び一次曲げ応力による組合せ評価 

FORMAT-3 一次せん断応力及び一次曲げ応力による組合せ評

価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

①の相違 
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  (1) クラス２支持構造物（容器）の規定に基づく強度計算 

 

 

  

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

①の相違 
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